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三
本
の
柱
で
明
る
い
村
づ
く
り

　
昭
和
四
十
四
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
国
保
特
別
会
計
、
公
営
企
業
（
上
水

．
道
）
特
別
会
計
予
算
が
き
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
予
算
は
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
こ
と

を
た
て
ま
え
と
し
て
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
し
、
生
活
の
安
定
向
上
を
は
か
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
つ
く
り
ま
し
た
。

　
予
算
は
、
地
方
自
治
法
の
本
旨
に
そ
っ
て
、
本
村
の
立
地
条
件
や
、
内
外
の
諸
条

件
を
検
討
し
、
真
に
地
域
社
会
全
体
の
円
満
な
発
展
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
途
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
と
し
の
予
算
は
、
国
や
県
の
政
治
の
方
向
に
あ
わ
せ
、
予
算
の
果
た
す
役
割
り

を
よ
く
考
え
て
、
①
人
づ
く
り
、
②
く
ら
し
づ
く
り
、
③
村
づ
く
り
の
三
本
の
柱
を

た
て
、
こ
れ
を
村
政
の
重
点
に
し
て
、
す
べ
て
の
施
策
を
こ
れ
に
集
中
し
、
さ
ら
に

能
率
的
な
行
政
の
確
保
を
は
か
っ
て
村
民
全
体
の
信
頼
を
高
め
、
明
る
く
平
和
で
、

し
か
も
健
全
な
村
の
発
展
が
は
か
れ
る
よ
う
、
予
算
編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
村
政
の
重
点
で
あ
る
三
本
の

柱
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

①
「
人
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
申
し

あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
そ
の
要
諦
は
教

育
に
あ
り
ま
す
。
教
育
の
基
本
は
小
中

学
校
お
よ
び
幼
児
教
育
に
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
教
育
文
化
向
上
の
完
壁
を

期
し
て
、
施
設
の
拡
充
、
教
育
内
容
の

充
実
を
は
か
り
ま
す
。

、
具
体
的
に
は
、
江
南
村
振
興
五
力
年

計
画
の
第
二
年
度
と
し
て
、
北
小
学
校

の
改
築
、
教
育
資
材
備
品
な
ど
の
拡
充

を
は
か
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
も
合

わ
せ
て
充
実
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　
②
「
く
ら
し
づ
く
り
」
と
し
て
は
、

本
村
の
現
状
を
み
ま
す
と
、
総
世
帯
数

千
五
百
三
十
七
戸
の
う
ち
、
そ
の
七
十

五
パ
ー
セ
ソ
ト
に
あ
た
る
千
百
五
十
戸

は
農
家
で
す
か
ら
、
ま
ず
、
農
業
生
産

基
盤
を
整
備
し
て
、
近
代
化
の
方
向
に

進
め
、
選
択
的
生
産
拡
大
を
は
か
る
こ

と
が
緊
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
一
方
、
広
大
な
林
地
の
開
発
に

つ
い
て
も
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
と
併
行
し
て

商
工
業
の
近
代
化
施
策
に
つ
い
て
も
、

強
力
に
推
進
す
る
考
え
で
す
。

　
③
「
村
づ
く
吟
」
の
第
一
歩
は
、
地

域
開
発
を
い
か
に
進
め
る
か
に
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
道
路
網
を
整
備
す
る
こ
と
に
力
を
そ

　
　
　
　
　
　
　
，
幻

　
　
　
　
、
，
4
　
　
・

そ
ぎ
、
県
道
四
線
を
は
じ
め
、
村
道
重

要
路
線
の
改
良
、
舗
装
を
早
期
に
実
現

す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
都
市
計
画
法
の
施
行
と
歩

調
を
あ
わ
せ
、
さ
ら
に
、
地
域
住
民
と

十
分
な
話
し
合
い
を
も
と
と
し
て
、
立

地
条
件
に
合
っ
た
開
発
を
進
め
る
考
え

で
す
が
、
特
に
国
や
県
の
経
費
な
ど
が
、

最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
施
策
を

あ
わ
せ
て
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
村
政
推
進
の
三
本
の
柱
に
つ

い
て
ご
説
明
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

ち
の
施
策
を
効
果
的
に
推
進
す
6
た
め

淀
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協

力
が
な
げ
れ
ば
で
ぎ
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
の
施
策
、
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て
も
十
分
み
な
さ
ん
と
話
し

合
い
、
そ
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ね
づ
ね
村

内
が
平
和
で
し
か
も
明
朗
で
あ
る
よ
う

に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
心
を

な
す
も
の
は
役
場
で
あ
る
と
思
い
ま
す

　
村
民
の
た
め
の
村
政
と
す
る
た
め
に

全
職
員
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
努
力
し

　
　
　
　
　
　
　
　
【
b
　
　
2
　
　
7
　
　
　
1

　
　
）

　
　
　
出

　
　
　
　
　
額

　
　
　
　
　
金

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
村
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
あ
濁
ご
協
力
を

本
年
度
も
お
願
い
い
五
し
意
ず
。

　
な
お
、
決
定
し
た
本
年
度
σ
予
算
は

別
表
の
ど
お
り
で
す
。

村の一財政の組み一た竿

＿』　　一，’「鷺、

昭和44年度一般会計予算
　　　　　　　　　　（単位千円

歳入歳

分区金額分区

7，795

31，622

5，2（）7

5，831

16，355

1，086

15，368

3，528

82β98

4，604

　　　　　1

2，000

費
費
費

会
務
生

議
総
民

衛生費

難
費
費
費
費
費
金
費

産
　
　
　
　
　
　
出

く
工
木
防
育
債
　
備

ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
支

麟
商
土
消
教
公
諸
予

43，268

4，500

80，000

82

1　　　　　　ア

175，795歳出合計

　　　　34

　3》388

13，846

　　1，886

10，080

　　　　　1
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175，795歳入合計
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
予
算

は
、
昭
和
四
十
三
年
度
よ
り
十
七
パ
ー

セ
ソ
ト
ふ
え
て
三
千
四
百
八
十
四
万
一

千
円
に
き
ま
り
ま
し
た
。

　
年
々
増
加
す
る
医
療
費
に
対
処
し
て

ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う

配
慮
い
た
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
大
里
郡
下
の

町
村
の
一
世
帯
平
均
が
一
’
万
三
千
九
百

二
十
五
円
で
す
が
、
本
村
で
は
一
万
二

千
七
百
二
十
円
と
し
、
課
税
割
合
に
お

い
て
も
、
国
が
示
し
た
医
療
費
の
六
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
き
く
下
ま
わ
り
、

ま
た
昨
年
の
五
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
も

下
ま
わ
る
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど

め
、
つ
と
め
て
被
保
険
者
の
負
担
の
軽

減
を
は
か
り
ま
し
た
。

歳
入

　
保
険
税
　
　
　
一
三
、

　
国
・
県
支
出
金
一
六
、

　
財
産
収
入

　
繰
越
金
　
　
　
　
三
、

　
そ
の
他

　
　
歳
入
合
計
　
三
四
、

歳
出総

務
費

保
険
給
付
費

保
険
施
設
費

基
金
積
立
金

そ
の
他

　
歳
出
合
計

一
三
八
千
円

七
一
六
千
円

四
六
七
千
円

九
四
四
千
円

五
七
六
千
円

八
四
一
千
円

2
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一
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六
三
八
千
円

　
一
、
O
O
O
千
円

　
一
、
三
四
三
千
円

三
四
、
八
四
一
千
円
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395方円

2，500
　　万円

2，000
　　万円

1，500
　　方円

玉，o⑪o

　　万円

瓢

44

年
度

43

年
度

42

年
度

41

年
度

40

年
度

39

年
度

38

年
度

37

年
度

36

年
度

35

年
度

　
年
度

金
額

↑
　
み
な
さ
ん
が
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
で

医
者
に
か
か
っ
た
病
気
を
分
類
し
た
統
計
で
す
。

　
　
胃
腸
病
系
が
最
も
多
く
、
昨
年
九
月
に
受
診
し
た

件
数
は
三
百
六
十
三
件
で
、
費
用
は
七
十
九
万
五
千

　
三
百
九
十
三
円
で
す
。

　
　
　
　
　
　
キ

　
　
（
　
ρ

　
　
　
ρ

た
。　

そ
こ
で
本
年
度
は
、
今
ま
で
給
水
に

不
十
分
で
あ
っ
た
地
域
に
対
し
、
本
管

水
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
で
ま
か
な
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㌦

完
全
給
水
を
め
ざ
す
　
｝

　
　
　
　
水
道
特
別
会
計
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛎

　
本
村
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

法
の
適
用
を
受
け
、
上
水
道
事
業
と
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

て
発
足
し
、
第
二
年
目
に
入
り
ま
し
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛎

　
昭
和
四
十
三
年
度
の
事
業
と
し
て
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

送
水
施
設
、
配
水
施
設
の
大
改
良
工
事
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

を
行
な
い
、
水
道
施
設
も
一
段
と
充
実
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

し
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

か
ら
の
切
替
接
続
を
行
な
い
、
完
全
給
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
昭
和
四
十
四
年
度
の
水
道
業
務
の
予
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

定
量
と
予
算
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
㌦

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

業
務
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
給
水
戸
数
　
　
　
　
一
、
二
四
〇
戸
秘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玩

　
年
間
総
給
水
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
四
一
八
、
五
八
二
立
方
メ
ー
ト
ル
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
一
日
平
均
給
水
量
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
一
、
一
四
七
立
方
メ
ー
＋
ル
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
お
も
な
建
設
改
良
事
業
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
配
水
管
設
備
工
事
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

予
算
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
L
収
益
的
収
入
一
四
、
六
五
七
千
円
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
〃
　
支
出
一
四
、
六
〇
三
千
円
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
広
資
本
的
収
入
　
一
、
〇
四
〇
千
円
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
〃
　
支
出
　
一
、
七
五
二
千
円
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
※
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
に
対
し
不
足
す
る
額
は
、
繰
越
金
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

『
圃
一　　　　　一一一

　　　　　　　一　　　　一　　『　　　　一一　　　一

、
難

　
　
　
一
｝

　
　
　
一
一

　
昭
和
四
十
三
年
四

月
、
母
子
健
康
セ
ソ

タ
ー
が
開
所
し
て
以

来
一
年
に
な
り
ま
す

が
、
お
か
げ
さ
ま
で

順
調
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
指
導
部
門
で
は
乳

児
検
診
、
妊
婦
検

診
、
老
人
健
康
診
査

予
防
注
射
な
ど
に
広

く
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。　

ま
た
助
産
部
門
で
は
、
今
ま
で
に
九

十
五
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、
四
月

以
降
の
出
産
予
定
者
は
、
す
で
に
四
十

五
人
も
申
し
込
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
母
子
と
も
に
、
十
分
な
健
康
管
理
が

ゆ
き
と
ど
い
た
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
多

く
の
人
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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み
な
さ
ん
か
む
要
望
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
救
急
車
の
出
動
が
、
四
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
熊
谷
市
に
救
急
業
務
を
委
託
す
る
協

議
が
成
立
し
て
、
広
域
行
政
に
よ
り
行

な
わ
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
熊
谷
市
内
と
同
じ
よ
う
に
救
急

車
が
出
動
し
ま
す
か
ら
、
早
く
連
絡
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
交
通
事
故
な
ど
で
、
け
が
人
が
出

　
た
場
合

②
　
急
病
で
、
緊
急
に
手
当
て
を
し
な

　
け
れ
ば
生
命
に
危
険
が
あ
る
場
合

連
絡
の
方
法

4月1日から劇㎜皿闘”i””1”””

開始

◎
公
社
の
電
話
を
使
う
場
合

　
　
　
二
九
番
　
　
（
熊
谷
消
防
署
）

◎
有
線
電
話
を
使
う
場
合

　
　
　
江
南
有
線
の
九
番
を
か
け
て
き

　
　
　
一
一
九
番
を
呼
ん
で
も
ら
う
。

◎
場
所
を
は
っ
き
り
わ
か
り
よ
く

　
〔
例
〕

　
　
小
川
県
道
の
江
南
村
役
場
入
口
で

　
交
通
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
け
が
人

　
が
何
人
お
り
ま
す
か
ら
、
救
急
車
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
に
、
急
病
人
な
ど
で
た
の
む
場
合

に
は
、
住
所
、
氏
名
と
目
標
に
な
る
も

の
を
話
す
と
同
時
に
、
家
の
人
が
幹
線

道
路
に
出
て
い
て
、
救
急
車
が
わ
か
る

よ
う
に
案
内
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

救
急
の
対
象
と
な
る
病
名

　
腸
ね
ん
て
ん
、
異
状
分
娩
、
ガ
ス
中

毒
な
ど
、
急
性
盲
腸
炎
も
こ
れ
に
準
じ

ま
す
が
、
緊
急
で
し
か
も
生
命
に
危
険

を
お
よ
ぼ
す
と
き
以
外
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

救
急
指
定
病
院

　
熊
谷
外
科
病
院
、
山
崎
胃
腸
病
院
、

慈
恵
病
院
関
根
整
形
外
科
饒
灘

鞭
搬
送
§
救
急
無

定
病
院
に
限
ら
れ
自
分
の
希
望
す
る
　
…

馨
ん
で
も
ら
う
わ
け
に
は
い
き
辮

江
南
中
卒
業
生
の
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
進
路
　
　
　
（

　
こ
と
し
江
南
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
　
一

の
進
路
を
み
ま
す
と
、
卒
業
生
一
八
三
　
評

人
（
男
八
七
、
女
九
六
）
の
う
ち
、
高
　
㎡

校
進
学
者
一
六
一
人
（
男
七
八
、
女
八
　
ボ

三
）
、
就
職
者
一
六
人
（
男
七
、
女
九
　
｝

）
、
各
種
学
校
進
学
者
二
人
（
女
）
、
　
｝

家
事
従
事
者
一
人
（
女
）
、
訓
練
所
三
　
煽

入
（
男
二
、
女
一
）
で
、
高
校
進
学
者
　
｝

が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
％

　
ζ
《
ξ
《
‘
《
く
《
《
《
《
《
《
《
《
ξ
《
改
…
　
　
一

た
ま
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
表

彰
さ
れ
た
人
は
つ
ぎ
の
方
々
で
す
。

舟
橋
貞
助
、
寺
山
松
造
、
永
倉
梅
吉

（
安
斉
鉄
工
所
）
　
川
口
吉
彦
、
宮

口
貞
治
（
東
邦
楽
器
製
作
所
）
　
古

橋
貞
吉
、
君
島
泰
治
（
兼
立
電
工
）

山
田
正
治
、
松
本
忠
男
、
石
川
正
夫

福
島
幹
夫
、
東
林
好
之
助
、
唐
沢
貢

（
協
和
プ
レ
ス
工
業
）
　
山
田
勇
、

木
村
治
雄
、
小
鹿
原
広
忠
（
深
沢
製

作
所
）
　
松
本
由
三
（
松
本
製
材
所
）

坂
田
さ
だ
（
新
井
造
花
）
田
畑
好
江

編
容
所
）
（
江
藝
㎜

㎜
有
権
者
総
数
は

　
　
　
　
四
、
六
八
五
人

　
　
三
月
二
十
日
確
定
し
た
永
久
選
挙

人
名
簿
の
登
録
者
数
は
、
四
千
六
百

　八

十
五
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
登
録
の
申
し
出
は
、
随
時
受
け
つ

　
け
て
い
ま
す
か
ら
、
二
十
歳
に
な
っ

　
た
方
で
、
ま
だ
申
し
出
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
役
場
選
挙
管
理
委
員
会

　
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
届
け
出
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

な
お
、
届
け
出
を
し
な
い
と
、
選
挙

　
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
選
挙
の
と

　
き
投
票
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

　
の
で
、
必
ず
届
け
出
る
よ
う
に
し
て

　
く
だ
さ
い
。

第
一
回
の
表
彰
者
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
良

　
　
江
南
村
商
工
会
主
催
の
第
一
回
優

　
良
従
業
員
表
彰
式
は
、
三
月
二
十
三

　
日
伊
香
保
町
か
の
う
や
旅
館
で
盛
大

　
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
表
彰
さ
れ
た
人
は
五
年
以
上
勤
続

　
の
優
良
従
業
員
二
十
人
で
し
た
が
、

　
お
の
お
の
喜
び
を
胸
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ

　
と
会
長
か
ら
賞
状
、
賞
品
が
授
与
さ

冊
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
代
表
か
ら
は
、

竿
今
易
栄
誉
を
胸
に
秘
め
て
・
ま

・
卿
す
享
技
を
み
が
㌻
人
間
讐
深

千

　
　
　
一
十
人

従
業
員
の
表
彰
式

め
て
、
会
社
の
た
め
、
更
に
社
会
の
た

め
、
事
業
の
発
展
の
た
め
全
力
を
つ
く

し
ま
す
」
と
謝
辞
が
の
べ
ら
れ
、
強
い

感
動
を
残
し
て
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
村
内
事
業
所
の
労
務
対

策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
村
部
で
積
極
的
に
実
施
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
、
非

常
に
成
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
県
、
村
当
局
を
は

じ
め
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜奪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■も　　　　　　　　　　　　　　　　　　々　　　　　　　　　　　　　　　　　　嗣専　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　ロも　　　　　　　　　　　　　　　　　e謄　　　　　　　　　　　　　　　　ら巳　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　融り　　　　　　　　　　　　　　　聞尋　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　■・　　　　　　　　　　　　　　e辱　　　　　　　　　　　　　　“■　　　　　　　　　　　　　剛も　　　　　　　　　　　　　．曹　　　　　　　　　　　　3鱒　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　融■　　　　　　　　　　　ロO　　　　　　　　　　　Gい　　　　　　　　　　砂圃　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　■o　　　　　　　　　砂，　　　　　　　　　辱　　　　　　　　6D　　　　　　　e■　　　　　　　．砂　　　　　　　事　　　　　●・　　　　　o■　　　　8ぞ　　　　●　　　　■．　　　ψ　　　6◎　　　●　　■・　　ひ　匿々　■6・■■・

江南村有権者数
計女男投票区

1．793

1。039

　　913

　940

899

524

479

489

894

515

434

451

第1投票区

第2投票区

第3投票区

第4投票区

4．6852．3912．294計合

㌔
四
月
一
日
付
で

　
　
　
　
　
　
先
生
が
異
動

　
　
昭
和
四
十
三
年
度
末
教
職
員
の
異

　
動
が
、
三
月
三
十
一
日
発
表
さ
れ
ま

㌧

し

）
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立
↓

↓
三
月
十
七
匠
老
人
健
康
診
査
（
心

電
図
〉
が
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行

な
わ
れ
、
四
十
人
が
受
診
し
た
。

（
（

　
　
　
（

↑役場敷地内に新しく火の見鉄塔が
お目見え、高さは16メートル、サイ
レンも取り付けてある。

　　　　荒川堤防下段兼用道路舗装
　　　工事完成長さ2．456挽

　
　
　
　
－
－
い
畢
、

五
、
生
活
習
慣
の
し
つ
け

　
生
活
習
慣
の
し
つ
け
を
、
幼
児
期
の

代
表
的
な
も
の
と
考
え
る
も
の
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
を
取
り
だ
し

て
し
つ
け
る
こ
と
は
、
困
難
で
す
。
他

の
面
の
発
達
や
し
つ
け
と
、
に
ら
み
あ

わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。

　
し
か
し
、
食
事
、
排
せ
つ
、
睡
眠
、

脱
ぎ
着
、
清
潔
、
安
全
な
ど
の
人
間
の

生
活
の
基
盤
と
な
る
習
慣
づ
く
り
は
、

失
敗
す
る
と
一
生
涯
つ
い
て
ま
わ
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
個
人
差
と
、
準
備
態
勢
を

考
え
あ
わ
せ
、
あ
せ
ら
ず
根
気
よ
く
指

導
し
た
い
も
の
で
す
。
特
に
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
る
過
程
は
、
進
歩
、
停
滞

後
退
、
混
乱
な
ど
の
あ
る
の
が
普
通
で

お
と
な
を
い
ら
だ
た
せ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
し
っ
か
り
形
式
を
教
え
、

あ
せ
ら
ず
、
励
ま
し
な
が
ら
気
持
ち
よ

く
さ
せ
る
の
が
コ
ツ
で
あ
り
ま
し
ょ
う

馨
髭
灘
！

パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ

鱈
　
四
月
に
な
る
と
、
戸
外
で
遊
ぶ
機

　
　
　
　
　
（
，
（

、
ー
ー
船
ー
ー
ー

子
ど
も
の
し
つ
け
⑤

　
　
　
　
幼
児
時
代

蝦
、
亀
、
亀
曳
亀
、
ー
、
畦
、
瞳
h
匿
、
亀
、
馳
、
亀
、
亀
ヨ
隔
亀
、
璽
、
亀
、
閣
h
亀
、
亀
脳
亀
、
亀
、
ー
h
セ
h
電
、
亀
、
夏
、
亀
、
陶
、
喚
h
亀
、
陶
、
ヒ
、
電
隔
剛
、
ー
、
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
よ
り
も
下
校
時
に
多
い
そ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
登
下
校
は
回
り
道
で
も
安
全
な
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
会
が
多
く
な
る
せ
い
か
子
ど
も
の
戸

　
外
で
の
事
故
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

　
交
通
事
故
、
こ
え
だ
め
や
川
に
落
ち

　
た
り
…
…
。
こ
れ
ら
の
事
故
は
登
校

爾ゴーど亘ノ周ダ屠ゴ屠ガ画ゴ督“

六
、
質
問
時
代
の
し
つ
け

　
こ
の
時
期
の
知
的
発
達
は
、
質
問
に

な
っ
て
現
わ
れ
ま
す
。
た
ず
ね
も
し
な

い
こ
と
を
教
え
よ
う
と
す
る
お
と
な
は

多
い
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
の
自
発
的
な

質
問
に
た
い
し
て
は
、
と
か
く
冷
淡
に

な
り
や
す
い
も
の
で
す
。

　
質
問
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
納
得
の
い

く
ま
で
答
え
て
や
る
こ
と
が
た
い
せ
つ

で
、
内
容
は
発
達
に
あ
わ
せ
て
理
解
し

や
す
く
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う

　
特
に
第
一
期
質
問
時
代
と
い
わ
れ
る

一
歳
半
か
ら
二
歳
ご
ろ
の
、
物
の
名
前

を
知
り
た
が
る
時
期
、
第
二
期
質
問
時

代
と
い
わ
れ
る
四
歳
か
ら
五
歳
の
疑
問

を
も
つ
時
期
な
ど
は
、
■
お
と
な
が
そ
の

う
る
さ
さ
に
と
ま
ど
う
ほ
ど
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
お
と
な
の
誠

意
あ
る
態
度
が
、
そ
の
後
の
子
ど
も
の

知
的
関
心
や
探
究
心
を
左
右
す
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
う
る
さ
が
ら
ず
に
、
や
さ
し
く
教
え

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堵

道
路
を
通
る
よ
う
に
、
横
断
歩
道
の

渡
り
か
た
な
ど
、
家
庭
も
学
校
当
局

も
、
特
に
新
入
学
の
子
ど
も
さ
ん
に

は
十
分
に
注
意
し
て
あ
げ
た
い
も
の

で
す
。

　
　
ρ
し
た
。

　
　
副
発
令
は
四
月
一
日
付
で
、
本
村
の
学

　
　
副
校
関
係
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
㌦
江
南
南
小
学
校

　
　
へ
　
教
諭
　
小
柴
文
代
　
江
南
中
よ
り

　
　
（
　
　
〃
　
橋
本
和
子
吉
岡
小
へ

　
　
・
江
南
北
小
学
校

　
　
・
　
教
諭
　
鈴
木
隆
子
吉
見
小
よ
り

　
　
）
　
　
〃
　
岩
田
善
和
　
大
里
中
へ
．

　
　
㌔
　
事
務
　
小
池
あ
さ
の
　
新
採
用

　
　
㌔
江
南
中
学
校

　
　
蝋
　
教
諭
　
吉
野
可
彦
　
城
南
中
よ
り

　
　
（
　
　
〃
　
能
見
忠
久
　
新
採
用

　
　
一
　
　
〃
　
橋
本
肇
子
鶴
瀬
西
小
へ

　
　
ぜ
　
　
〃
　
笠
原
政
子
　
三
尻
中
へ

　
　
㌦
よ
い
子
た
ち
に

　
　
一
　
　
　
　
「
黄
色
い
腕
章
」

　
　
㌔
　
こ
と
し
小
学
校
に
入
学
し
た
よ
い

　
　
へ
子
た
ち
に
、
　
「
黄
色
い
腕
章
」
が
お

　
　
へ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
沖
　
こ
れ
は
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
の
生

　
　
“
命
を
、
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、

　
　
｝
安
田
関
連
企
業
四
社
か
ら
お
く
ら
れ

　
　
”
た
も
の
で
、
登
下
校
時
の
子
ど
も
た

　
　
｝
ち
の
腕
に
い
つ
も
つ
け
て
も
ら
い
、

　
　
描
注
意
を
促
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

僧
　
　
…
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
）

懸
こ
の
腕
章
を
つ
け
て
登
下
校
中
に

．
欝
鍵
難
欝
鍾

ダ暫ダロゴ

．
鰍
㎜
繋
殻
縫
顎

ク醒ダ冨ゴ屠
ゴ窟」
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の
晶

焔
作
⑤

よ
貯
金
と
小
遣
い
か
ら

　
　
　
　
江
南
中
二
年

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
桂
子

　
貯
金
と
は
、
お
金
を
ち
く
せ
き
す
る

こ
と
だ
。
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
な
が
ら

貯
金
し
な
い
。
で
も
、
貯
金
す
る
お
金

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　
ふ
だ
ん
こ
づ
か
い
を
も
ら
う
が
、
そ

の
使
い
み
ち
は
、
み
ん
な
菓
子
や
せ
ん

べ
い
と
む
だ
使
い
を
し
て
し
ま
う
。

　
と
な
り
の
人
も
、
よ
く
こ
づ
か
い
を

く
れ
る
。
そ
れ
を
貯
金
し
よ
う
ど
思
い

貯
金
箱
に
い
れ
る
が
、
百
円
、
．
二
百
円

と
た
ま
る
と
、
貯
金
箱
か
ら
お
金
を
だ

し
て
は
、
む
だ
使
い
を
し
て
し
ま
う
。

　
そ
う
い
う
こ
と
を
何
回
も
繰
返
し
て

い
ざ
必
要
な
時
に
お
金
を
つ
か
お
う
と

し
て
、
貯
金
箱
か
ら
お
金
を
だ
そ
う
と

す
る
と
、
お
金
が
一
銭
も
の
こ
っ
て
い

な
い
。
そ
の
時
に
な
っ
て
、
　
「
む
だ
使

い
を
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
」
と
後

悔
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
今
の
世
の
中
は
、
物
価
の
値
上
が
り

で
、
な
に
に
と
っ
て
も
お
金
が
必
要
に

な
り
、
お
金
お
金
の
毎
日
が
つ
づ
き
、

お
金
で
生
活
が
な
り
た
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
こ
の
ご
ろ
給
食
代
は
九
百
五
十
円

に
な
り
、
そ
の
く
せ
あ
ま
り
い
い
も
の

は
食
べ
て
い
な
い
。

　
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
、
物
価
の

値
上
が
り
が
め
だ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
毎
日
の
生
活
が
お
金
で

さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
、
「
貯
金
を
す

る
の
が
ば
か
ら
し
く
な
る
。
」
と
父
は

言
う
。

　
「
貯
金
と
値
上
げ
率
で
お
っ
つ
か
な

い
の
だ
。
」
と
い
う
。
し
か
し
、
事
業

を
は
じ
め
た
り
し
て
、
大
き
な
資
金
が

い
る
時
は
、
ど
う
し
て
も
金
融
機
関
の

門
を
た
た
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お

と
な
の
話
の
内
容
は
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、
私
と
し
て
は
、
そ
う
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
貯
金
す
る
こ
と
が
不
必
要
だ

と
、
早
急
に
は
断
言
で
き
な
い
よ
う
な

気
が
す
る
。

　
貯
金
す
る
に
は
、
ま
ず
こ
づ
か
い
の

せ
つ
や
く
か
ら
だ
と
思
い
、
こ
づ
か
い

帳
を
つ
け
て
み
た
。
け
れ
ど
も
、
三
日

坊
主
と
い
う
の
か
、
三
日
も
た
た
な
い

う
ち
に
つ
け
な
く
な
る
。
こ
れ
で
は
、

三
日
坊
主
と
い
っ
て
も
短
か
す
ぎ
た
。

　
私
は
、
ま
だ
貯
金
の
意
味
と
お
金
の

あ
り
が
た
さ
も
し
ら
な
か
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
と
思
い
、
ま
た
つ
け
始

め
た
。
今
度
は
長
つ
づ
き
し
て
い
る
。

（
中
略
）

　
私
の
貯
金
の
し
方
は
、
こ
う
だ
。
リ

ッ
プ
ク
リ
ー
ム
と
シ
ャ
ー
プ
ペ
ソ
シ
ル

　
　
　
　
　
誌

　
　
　
　
　
鼠

二
つ
と
も
買
い
た
い
が
、
そ
れ
を
勉
強

に
役
だ
つ
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
に
し
て

リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
買
い
た
い
と
思
っ

た
お
金
を
貯
金
箱
に
入
れ
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
い
く
ら
か
ず
つ
で
も
貯
金
が
ふ

え
て
い
く
。

　
目
下
、
私
の
貯
金
箱
の
中
味
は
、
千

五
百
六
十
円
だ
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
使

っ
て
い
け
ば
、
貯
金
は
で
き
る
も
の
な

の
だ
。

　
そ
し
て
、
こ
の
つ
ぎ
は
、
そ
の
他
の

こ
と
、
そ
の
他
の
こ
と
と
は
、
い
わ
ゆ

る
交
さ
い
費
と
い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
う

そ
し
て
も
う
一
つ
の
使
い
方
は
、
最
後

の
自
分
の
た
め
で
あ
る
。

　
自
分
の
た
め
と
い
う
の
は
、
む
だ
づ

か
い
で
は
な
く
、
学
用
品
、
そ
の
他
自

分
の
た
め
に
必
要
な
物
を
い
ろ
い
ろ
か

う
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
小
遣
い
の
使
い

み
ち
は
、
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
私
の
家
の
場
合
は
、
い
く
ら
か
ず
つ

で
も
汗
水
な
が
し
て
得
た
収
入
を
有
効

に
使
い
、
そ
し
て
貯
金
に
ま
わ
す
。
各

家
庭
が
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
け

ば
、
村
を
ゆ
た
か
に
す
る
大
き
な
力
に

な
る
と
私
は
思
う
。
そ
し
て
協
力
の
あ

る
村
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
私
は
、
こ
の
作
交
を
書
き
な
が
ら
、

貯
金
が
い
か
に
た
い
せ
つ
で
あ
る
か
を

知
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
は
、
貯
金

を
必
要
と
す
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。

　
、
（
昭
和
四
十
三
年
度

　
　
　
愛
郷
貯
蓄
作
文
　
入
選
作
品
）

△
あ
き
す
は
五
分
で
仕
事
を
す
ま
す
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
な
時
間
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
カ
ギ
を
か
け
な
い
で

出
か
け
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
ど
ろ
ぼ

う
は
そ
の
わ
ず
か
な
ス
キ
を
ね
ら
っ
て

い
る
の
で
す
。
必
ず
カ
ギ
を
か
け
て
出

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ギ
を
か
く

し
て
お
く
の
は
危
険
で
す
。

△
「
タ
ン
ス
の
小
引
き
出
し
に
、
お
金

や
貯
金
通
帳
、
印
鑑
な
ど
を
入
れ
て
お

く
家
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
、
あ
き
す

の
常
習
者
は
言
っ
て
い
ま
す
。

　
お
金
な
ど
の
保
管
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん

注
意
し
、
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

△
新
興
住
宅
地
、
農
家
、
ア
パ
ー
ト
な

ど
が
い
ち
ば
ん
あ
き
す
に
ね
ら
わ
れ
ま

す
。　

る
す
番
を
お
く
、
お
隣
へ
頼
む
、
カ

ギ
締
ま
り
を
厳
重
に
す
る
、
な
ど
に
注

意
し
、
被
害
を
う
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

△
配
達
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
新

聞
や
牛
乳
、
天
気
の
よ
い
の
に
廊
下
な

ど
に
干
し
て
あ
る
洗
た
く
物
、
暗
く
な

っ
て
い
て
も
つ
い
て
い
な
い
電
灯
、
玄

関
に
か
け
ら
れ
た
南
京
（
な
ん
き
ん
）

錠
な
ど
は
、
あ
き
す
に
る
す
を
教
え
る

よ
う
な
も
の
で
す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
警
察
署
）

　
　
　
　
）

　
　
　
　
し
）

　　　　　撒l
i：i：蕪i瀟：i：i嶽

　・→漁

ヤ岬》輝

㎜
…
☆
旧
軍
人
・
軍
属

　
す
か
ら
、
こ
の
日
を
過
ぎ
ま
す
と
時

　
は
、
つ
ぎ
の
書
類
を
整
え
て
、
早
急

　
い
。

　
　
・
普
通
恩
給
請
求
書

　
　
・
戸
籍
抄
本

　
　
・
履
歴
申
立
書

　
　
　
軍
歴
を
詳
細
に
記
入
し
、
軍
隊

　
　
手
帳
や
軍
歴
を
証
明
で
き
る
資
料

％
戦
地
な
ど
の
加
算
率
は
、
時
期
お
よ

ぬ

’
　
　
加
算
恩
給
の
請
求

～

一
　
　
手
続
き
は
お
早
目
に

～一
㌦
　
旧
軍
人
・
軍
属
で
長
い
間
外
地
（

一㌔
一
戦
地
）
で
勤
務
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

栃
η
、
そ
の
在
職
年
数
に
対
し
戦
地
加

’㌔
副
算
を
加
え
て
恩
給
年
限
に
達
す
る
者

転
一
に
は
、
現
在
、
加
算
恩
給
が
友
給
さ

㌦
’
れ
て
い
ま
す
。

ら

り
　
こ
の
加
算
恩
給
の
請
求
期
限
は
、

’り

一
昭
和
四
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
で

㌔

一
効
に
訂
り
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま

垢
一
す
．

～
一
　
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
加
算
恩
給

％一
㌦
の
請
求
手
続
き
が
す
ん
で
な
い
場
合

一
㌦
に
役
場
住
民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

認㌔
を
添
え
る
こ
と
。

㌔
　
　
・
フ
て
の
他
の
関
連
書
類
等

一
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ぐを急ヂさ最後の仕上
農業構造改善事業

蔓
－
・
～

漣・～一二稀

画3h腎」・鴫一

農
業
構
造
改
善
事

業
の
一
つ
で
あ
る

土
地
基
盤
整
備
事

業
は
、
立
ち
お
く

れ
て
い
る
農
業
の

生
産
基
盤
を
整
備

・
し
て
生
産
性
を
た

か
め
、
機
械
化
に

よ
る
省
力
栽
培
を

目
途
と
し
て
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
’

　
昭
和
四
十
三
年

度
事
業
と
し
て
、

小
江
珊
、
須
賀
広

、
滑
川
村
土
塩
地

区
が
県
の
指
定
を

う
け
、
現
在
実
施

中
で
す
。

　
さ
い
わ
い
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
計
画
の
ほ

と
ん
ど
が
ほ
ぽ
順

調
に
す
す
み
、
年

度
内
完
成
を
め
ざ

　
し
て
急
ピ
ッ
チ
で

最
後
の
仕
上
げ
を

　
ら
し

ど
、
・
“
・

（
（
，

　
　
　
ρ

大
発
生
が
心
配
さ
れ
る

稲
の
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

　
三
月
上
旬
、
稲
の
「
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ソ

カ
の
越
冬
調
査
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
越
冬
中
の
幼
虫
の
密
度

か
ら
発
生
を
推
定
す
る
も
の
で
す
が
、

村
内
六
ヵ
所
で
調
査
を
行
な
っ
た
結
果

J
u
ひ
φ
・
亭
胃
亀
聞
」
塁
塩
専
々
冒
亀
ロ
ぐ
峯
亀
ぐ
調
亀
罫
3
㌔
．
脅
々
二
な
身
f
亀
ワ
卿
智
；
6
－
々
亀
；
φ
ー

し
そ
い
で
い
ま
す
。

　
基
盤
整
備
事
業
の
あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

　
事
業
量
　
　
三
四
、
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
事
業
費
　
　
　
　
三
、
六
九
〇
万
円

　
　
う
ち
補
助
金
　
二
、
五
八
三
万
円

　
　
　
借
入
金
　
　
　
　
八
八
五
万
円

　
　
　
自
己
資
金
　
　
　
『
二
二
二
万
円

　
完
成
予
定
　
五
月
十
五
日

〔
写
真
は
基
盤
整
備
事
業
の
行
な
わ
れ

て
い
る
小
原
農
協
前
の
地
区
〕

で
は
、
け
い
は
ん
三
、
三
平
方
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
二
十
七
匹
で
し
た
。
こ
れ
は

昨
年
三
月
に
く
ら
べ
て
一
・
五
倍
の
越

冬
量
に
な
り
ま
す
。

　
越
冬
幼
虫
の
密
度
だ
け
で
、
ヒ
メ
ト

ビ
ウ
γ
カ
の
発
生
を
完
全
に
予
察
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
が
、
技
術
者
の
あ
い

だ
で
は
「
こ
と
し
も
昨
年
を
し
の
ぐ
大

冷（

（う

発
生
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
大
被
害
を
う
け
た
の
を
機
会

に
広
域
緊
魚
訪
除
鉢
制
が
整
備
さ
れ
、

大
ぎ
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
、

こ
と
し
も
病
害
虫
大
発
生
σ
際
は
、
広

域
緊
急
防
除
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　
　
　
～
㌔
～
も
一
ノ
㌔
ド
㌔
～
㌔
季
聖
ヤ
～
㌔
～
㌔
ノ
t
国
～
㌔
～
も
＝
専
竃
一
匂
尋
；
・
一
匂
ま
・
．
鮨
ぎ
・
一
贈
…
“
9
や
脅
；
．
；
．
＝
φ
曜
身
々
鱈
．

　
従
来
き
ゅ
う
り
と
は
、
春
と
夏
が
お

も
な
栽
培
時
期
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最

近
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
普
及
と
、
暖

房
施
設
な
ど
の
開
発
に
よ
り
、
冬
か
ら

春
に
栽
培
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
栽
培
は
ハ
ウ
ス
栽
培
と
違
“
、
ア

ミ
支
柱
に
よ
る
ネ
ッ
ト
栽
培
や
、
竹
く

ね
栽
培
に
よ
η
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で

経
費
も
か
か
ら
ず
、
比
較
的
有
利
に
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
近
年
、
八
月
か
ら
九
月
の
出
荷

量
は
少
な
く
、
価
格
が
年
々
上
昇
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
出
荷
期
を
産
地
別
に
見
る
と
、
十
二

月
か
ら
六
月
ま
で
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
各
地
物
が
出
荷
さ
れ
、
五
月
か
ら
七

月
ま
で
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
物
、
八
月

か
ら
十
月
ま
で
福
島
、
岐
阜
等
の
路
地

物
、
十
月
か
ら
十
一
月
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
抑
制
物
が
出
荷
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ハ
ウ
ス
、
ト
ソ
ネ
ル
物
の
な
い
、

七
月
下
旬
か
ら
九
月
出
荷
の
き
ゅ
う
り

が
今
後
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
　
こ
の
時
期

に
出
荷
す
る

に
は
、
五
月

下
旬
か
ら
六

月
上
旬
に
畑

に
直
播
を
し

ま
す
。
■

（琿当り単価1円）
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皿
・
痂

11

82

81
159

10

．120

104

79

9
77
52

82

び
勤
務
地
な
ど
に
よ
っ
て
異
数
り
ま

す
か
ら
、
く
わ
し
く
は
、
役
場
、
ま

た
は
県
援
護
課
恩
給
係
（
電
話
〇
四

八
八
ー
二
二
－
三
四
三
八
）
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
請
求
書
等
の
用
紙
嫉
役

場
住
民
課
に
備
え
で
あ
り
ま
す
。

（
収
穫
期
七
格

　
　
　
　
　
西
　
F

月
下
旬
～
九
呪

　
　
　
　
　
お

月
）
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
の

・
　
帰
種
は
高
間

　
　
　
　
　
年
・

温
乾
期
に
な
る

る
の
で
側
枝
け

　
　
　
　
　
　
お

型
の
品
種
を
に

　
　
　
　
　
　
場

選
ぶ
こ
と
が
市

た
い
せ
つ
京

で
薪
光
A
r
東

号
、
大
利

根
、
新
豊
緑

な
ど
が
あ
り

　
ま
す
。

8
噸
36
92

7
、

45

58

50

6
66

71
38

　5

103

81

77

4
藷

　
　
　
璃

3
119

148
152

、2，
上

楊　
　
覇

　
　
1

・141

155
136

訳40年
　　べ　41年
　42年

帰
☆
確
定
申
告
が
、

晒
ま
ち
が
づ
て
い
た
ら
』

鍵
　
確
定
申
告
を
お
出
し
に
な
っ
た
か

一
た
で
、
申
告
書
に
書
い
た
所
得
金
額

y
ま
た
は
、
税
額
な
ど
に
つ
い
て
計
算

｝
違
い
を
し
て
い
た
固
き
は
五
月
十
五
牝

　　　　　　　　喚　　　　　　　々翼　　　　　　　鴫毒　　　　　　““　　　　　　々嘔　　　　　　岬　　　　　“畠　　　　　曝づ　　　　　“　　　　鴨4　　　　ひ■　　　σ■　　　』」　　帖“　　電冨　　醐0　6u　e巳
■噂，，

日
ま
で
に
税
務
署
へ
「
更
正
の
請

求
」
を
嵐
レ
で
正
レ
い
額
に
訂
正
し

て
も
む
ケ
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
マ
、
．

な
お
、
ぐ
わ
し
い
こ
ど
は
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

｛
☆
妊
婦
検
診
と

硝
　
　
．
　
乳
児
相
談
，

‘
、
妊

婦検診は　第3月曜日

　4・月21．日　』　　6月16日

　　5月19日　　　　7月21日

　乳児相談嫉　第4月曜目㌦
　　4月28日　　，　6、月23，日

　　5月26、日　．，唄路、目

　場所　母子セソター残

　時間　1時30分～2時3G分
』（上記計画は都禽により変更す

　ることがあります。）、
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一
日
一
丙
で
身
を
守
る

　
　
交
通
災
害
共
済
制
度

　
交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
昨
年
は
熊

谷
市
に
事
務
委
託
を
し
て
行
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
と
し
の
四
月
一
日
か
ら

・
県
内
，
の
町
村
が
一
つ
と
な
っ
た
埼
玉
県

町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
が
設
立
さ

れ
、
被
害
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
区
長
さ
ん
や
、
・
隣
組
の
役
員
さ
ん
の

ご
尽
ガ
と
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
、
三
月
三
十
、
一
日
現
在
で
一
般
二
千

三
百
八
十
四
人
、
中
学
生
以
下
千
四
百

二
十
一
人
の
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

●
加
入
手
続
き

　
四
月
以
降
も
、
い
つ
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
そ
の
場
合
の
掛
金
は
、
月
割
計

算
で
少
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
掛

金
と
印
鑑
を
も
っ
て
、
役
場
総
務
課
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

㊤
事
故
の
確
認

　
交
通
事
故
が
起
き
た
場
合
、
そ
の
手

当
が
た
い
せ
つ
で
す
が
、
事
故
の
届
け

出
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。
．

　
駐
在
所
か
警
察
に
連
絡
し
て
、
必
ら

ず
事
故
現
場
を
確
認
し
て
も
ら
い
ま
L

　
よ
う
。

　
相
手
が
な
く
て
自
分
だ
け
で
負
傷
し

　
た
場
合
に
は
、
特
に
確
認
が
必
要
で

す
。

⑧
会
費

　
一
般
　
一
人
年
額
　
三
六
〇
円

　
中
学
生
以
下
　
一
人
年
額
　
二
一
〇

　
円

　
た
だ
し
、
年
度
途
中
で
加
入
す
る
と

き
は
月
割
計
算
と
な
り
ま
す
。

⑪
災
害
見
舞
金

　
会
員
が
交
通
事
故
に
よ
り
災
害
を
受

け
た
と
き
は
、
そ
の
も
の
、
ま
た
は
、

そ
の
遺
族
に
つ
ぎ
の
見
舞
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　
、3214

、
5
、

死
亡
し
た
と
き
　
五
〇
万
円

六
か
月
以
上
の
け
が
　
一
〇
万
円

三
か
月
以
上
六
か
月
未
満
の
け
が

．
五
万
円

　
一
か
月
以
上
三
か
月
未
満
の
け
が

二
万
円

　
一
週
間
以
上
一
か
月
未
満
の
け
が

五
千
円

家庭の日

　毎月第3日曜日

▼一）

㌧）

東京電力から一

電気災害防止の注意

◎　新築や改築などの工事中に、周囲の

　電線にふれて感電することがありま
　す。危険だと思ったらすぐお近くの東

　京電力へお知らせください。無料で防

　護管の取り付けをいたします。

◎　降雪や台風などで万一電線が切れて

　いるのを発見した場合には、絶対に手

　をふれずに、すぐお近くの東京電力へ

　ご連絡ください。

◎　一つのソケットやコソセソト牟ら・

　たくさんのコードを引きまわすのは危

　険です。また古い傷ついたコード、ソ

　ケット、スイッチ類などは危険ですか

　らお使いにならない』でください。

◎　モーターや洗たく機などのアースは
　完全でしょうか。万一にそなえて確か

　め不完全なものは修理してお使いくだ

　さい。

◎　お出かけのときは電気コタツや、．ア

　イロンなどのスイッチを忘れずに切り

　ましょう。忘れて火災となった例があ

　ります。

◎ベアー1・ドライヤーの消し忘れにょ

　る火災の発生が非常に増加しておりま

　す。使用後はかならずコソセントから　、

　ぬいておきましょう。　　　　　　　　〆【レ

◎　豚舎の保温用電球から火災になった　へへ

　例がしばしばあります。取り扱いに十　・〈

　分注意しましょう。

ち遷

確
　
　
　
　
果

　
　
　
　
　
耳
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
，
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
医

　
生
ネ
ギ
は
昔
か
ら
カ
ゼ
に
よ
く
き
く

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ギ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
硫
化
ア

ク
リ
ル
が
腸
に
は
い
る
と
、
腸
内
細
菌

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

の
働
き
で
ビ
タ
ミ
シ
B
に
変
わ
る
の

で
、
カ
ゼ
に
対
す
る
拭
抗
力
も
強
く
な

り
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
に
も
な

る
か
ら
で
す
。

　
う
ど
ん
、
そ
ば
の
薬
味
と
し
て
生
ネ

ギ
を
使
う
の
も
、
味
の
調
節
の
ほ
．
か
に

こ
う
し
た
医
薬
的
効
果
も
あ
る
か
ら
で

す
。　

ネ
ギ
や
玉
ネ
ギ
を
き
ざ
む
と
き
涙
が

出
ま
す
が
、
こ
ん
な
と
き
は
、
水
か
ぬ

る
ま
湯
に
ち
ょ
っ
と
つ
け
て
か
ら
切
る

と
、
刺
激
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
マ
ナ
板
に
つ
い
た
ネ
ギ
の
に
お
い
は

塩
か
少
し
酢
を
ま
ぜ
た
水
で
洗
う
と
、

落
ち
や
す
い
も
の
で
す
。

い
ち
ご
酒
は
い
か
が

　
い
ち
ご
の
出
盛
り
で
す
が
、
こ
ん
な

と
き
い
ち
ご
酒
を
作
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

　
い
ち
ご
の
目
方
と
同
量
の
砂
糖
と
と

も
に
、
三
十
五
度
の
し
ょ
う
ち
ゅ
う
に

つ
け
ま
す
。
し
ょ
ち
ゅ
う
一
・
八
リ
ッ

ト
ル
に
対
し
て
い
ち
ご
一
キ
ロ
が
標
準

で
す
。
か
め
な
ど
の
容
器
に
密
封
C
一

日
一
’
回
ゆ
り
動
か
し
ま
す
。

　
一
週
間
ぐ
ら
い
で
美
し
い
深
紅
の
い

ち
ご
酒
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
残
っ
た

い
ち
ご
は
ジ
ャ
ム
代
わ
り
に
、
パ
ン
に

つ
け
て
食
べ
る
と
お
い
し
い
も
の
で

す
。

　
　
　
）

　
　
レ
　
）

　
春
の
大
そ
う
じ
の
ヒ
ン
ト

　
　
春
の
大
掃
除
に
は
、
カ
、
ハ
土
、
ノ

　
ギ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
徹
底
的
に
退
治
す
る

　
こ
と
に
重
点
を
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
〈
天
井
裏
〉
　
懐
中
電
灯
で
照
ら
し
な

が
義
よ
く
ほ
こ
り
を
取
り
、
殺
虫
剤

　
を
た
っ
ぶ
り
ま
き
ま
す
。
［

　
〈
床
下
V
　
こ
こ
も
溝
毒
剤
や
石
灰
を

　
た
ん
ね
ん
に
ま
き
ま
す
。

　
〈
た
た
み
の
裏
〉
　
畳
は
よ
く
日
に
当

　
て
て
ほ
こ
り
を
た
た
き
出
し
、
床
板
と

　
の
間
に
は
新
し
い
新
聞
紙
二
～
三
枚
か

『
さ
ね
て
敷
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
殺
虫
剤

　
（
粉
剤
）
も
忘
れ
ず
に
十
分
ま
い
て
く

　
だ
さ
い
。

　
〈
便
所
の
回
り
〉
　
く
み
取
り
口
の
周

　
囲
を
十
五
セ
ン
チ
ほ
ど
掘
り
返
し
ウ
ジ

　
を
殺
す
薬
を
よ
く
ま
き
ま
す
。
ゴ
ミ
棄

　
て
場
や
下
水
の
付
近
も
同
じ
で
す
。




